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The Image of the “Long March” and Its Political Background as 




The drama “Wanshui-Qianshan （Thousand Water and Many Mountains）,” with the “Long 
March” as its subject, was created in the 1950s. This drama became popular, and therefore, it 
was filmed as a commemorative movie for the celebration of the tenth anniversary of new 
China in 1959. The political background of this drama involved the ideology of the Chinese 
Communist Party that promoted an Anti-Right Campaign.
The revision of this drama was carried out in the mid-1970s. Mao Zedong and other leaders 
supported this revision, but it was delayed by the interference of the Cultural Revolution 
group. The group was concerned that the revised drama would reveal the intra-party struggle 
between the two political factions and have a negative impact on the left, which included Jiang 
Qing, who was afraid that this drama would encourage the executive officers who were 
reinstated in their former positions after the Lin Piao case.
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1937年１月 延 安 宝 塔 山
下、延水そば
の広場
第２､ 第４方面軍が到着、第１方面軍と陝北紅軍と合流する。李
有国と韓勇とが再会する。第２方面軍の先鋒営営長、洪剛が登場、
毛沢東路線に従って勝利してきたと話す。第25軍の秦為民と陝
北軍の田望成も合流し、出会いを祝い延水の水で乾杯する。　こ
の大団円の場面での李有国の台詞。「同志諸君。戦友諸君。歴史
の経験が我々に教えてくれる。きっぱりと毛主席の革命路線を実
行すれば革命は勝利すると。毛主席の革命路線を離れれば、革命
は挫折し、失敗すると。我々はこの血であがなった真理をしっか
りと心に刻みつけた。同志諸君。ここにあるのは延河の水だ。毛
主席が飲んだ水だ。我々も一緒に飲もう。我々は団結を堅持し分
裂に反対する。毛主席の革命路線の指導の下、全国の抗日を指導
する重任を担い、革命の新たな高潮の到来を迎えよう。我々の粟
と小銃でもって光り輝く新中国を作りだそう」。
皆で「毛主席万歳」を三唱すると『東方紅』の歌が聞こえてくる。
続いて『三大規律八項注意』の歌とともに兵士たちが進軍して幕
が下りる。
話にとどまらず、第２、第４方面軍、劉志丹の
陝北紅軍も登場し、「長征」の行程も、江西離別
の場面は省略されたが、湘江戦役から遵義会議
を経て三軍合流に至るまでが描かれている。
「回想録」のような直接体験の個別的な視点で
はなく、長征全体を高所から鳥瞰するような視
点から「物語」が構成され、歴史化された長征
史となっている。
②「文革」の影響が明確に現れている。その
最大の特徴は、毛沢東の神格化である。劇中毛
沢東が直接登場することはないが、兵士たちは
絶えず毛沢東への敬愛の念を言葉にし、神秘的
にも見える毛の「正しさ」を信じている。以下
にいくつかの例を引いておく。
・ （第１幕の馬営長の臨終の台詞）（ほどんと
泣きださんばかりに）毛主席！早く来て紅
軍を救ってください。ああ……
・ （第２幕の羅順成副営長）趙志方たちは警
護の任務に行ったからきっと毛主席に会え
るんだろう。なんて幸せなんだ。
・ （第２幕の李有国教導員）（心中の怒りを抑
え難く、急いで戦士たちの前に来て）同志
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諸君！同志諸君！同志諸君！我々は毛主席
に革命を指導してもらいたい！紅軍を統帥
してもらいたい！
③党内の路線闘争が中心テーマとなってい
る。ある評者は「万水千山」は「毛主席の革命
路線の勝利の賛歌である」と述べている（43）。修
正版「万水千山」は２つの路線闘争の産物であ
ると言える。前半の「蛇江激戦」「遵義春暁」「運
動殲敵」の３幕は、「王明『左』傾機会主義路線」
との闘争を描き、後半の「雪山風雲」「草地紅光」
「勝利会師」の３幕は、「張国濤右傾機会主義路
線」との闘争を描く構成になっている（44）。「文
革」自体が「実権派」と「革命派」との路線闘
争であるとすれば修正版「万水千山」は、やは
り「文革」の影響を極めて濃厚に受けていると
言わざるをえない。
④典型的な人物の造型、特に泰山営教導員李
有国は、20年前に人気を呼んだ1950年代の話
劇と映画の場合もそうであったように、観劇し
た多くの者を感動させている。
「『万水千山』は偉大な万里の長征の芸術的再
現である」とするある評者は、「李有国というこ
のような典型的な人物の造型は、たいへん有意
義」であり、「彼は紅軍政治工作者の典型であ
る。李有国が最も称賛に値するのは、その高度
な路線闘争の覚悟である」と見る。なぜなら
「長征中の紅軍兵士の、毛主席、党、人民、革命
に忠誠な、共通の貴重な品格を表わしており、
今日の我が老革命家の全身全霊で人民のために
奉仕する革命精神を連想させる。今日の多くの
幹部たちも長征中の李有国のような英雄だから
だ」と評価しているのは注目に値する（45）。
修正版では、旧作と異なり、李有国は戦死せ
ず、最後まで英雄的活躍を見せている。旧版に
しばしば登場し、戦闘指揮のほか、兵士に対し
党の政策や立場を指導していた黄団長が修正版
では消されてしまい、その役割を李有国が代替
している。長征の芸術的再現を狙う「万水千山」
の精華は、やはり李有国という人物像に集約さ
れているといえる。
修正版「万水千山」では、役者が地声を用い
るのが話劇の「伝統」となっていたのに反し、
無線マイクを使用するという斬新な試みをして
いる。それによって単調になりがちな役者の人
物造形がより多彩かつ陰影を帯びたものとな
り、伴奏音楽を多用するという新しい演出も手
伝って、観衆に対しより深い印象を与える効果
があったものと考えられる（46）。
むすびにかえて
1975年９月１日、鄧小平（国務院副総理）は
陳其通と談話をし、修正版の「万水千山」の講
評を行った。構成は変える必要はないが、政治
的な問題から考え直す必要がある箇所があると
して鄧小平は次の数点を指摘した。①第２方面
軍の書き方が足りないこと、②路線闘争をより
明確にすること、③陝北根拠地の到達点と出発
点を書くこと、④直羅戦役の目的は東北軍奪取
ではなく、陝北への通路確保であったこと、⑤
３つの方面軍の合流地点は会寧であり、そのこ
との政治的意義を際立たせること、⑥毛沢東の
軍事思想の最も輝かしい一頁は四渡赤水である
ことなどを指摘した（47）。
その後、修正された話劇「万水千山」は、中
共中央政治局、全人代常委会、国務院、中央軍
事委員会が指導する集団審査を通過し、1975年
10月の紅軍長征勝利40周年の記念活動期間に
正式に上演された（48）。
６幕劇「万水千山」が1959年に映画化された
ように、10幕劇「万水千山」も「文革」終了後
の1977年に映画化された。陳其通が再度脚本
を担当し、八一電影制片厰の厳寄洲が監督を担
当した。旧作からすでに20年近くが経過して
おり配役も一新されたが、李有国役はかつて趙
志方を演じ「万水千山」を熟知している黄凱が
担当した。
1979年２月14日、文化部党組は中央宣伝部
に対し、上映を復活してよい映画、上映禁止と
する映画、時宜にあわない映画、暫時上映を延
期する映画について報告を行っている。上映復
活映画の筆頭に「万水千山」が挙げられた（49）。
紅軍長征という中共の過去の歴史は、1940年
代から1950年代にかけて、その歴史の一部を
描写する「回想録」と政治的文学である「物語」
が人々の想像力を刺激してきた。そしてそれ以
上に、話劇と映画は、視覚と聴覚に訴える手法
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でもって人々の脳中に長征に関する強烈なイメ
ージを注入したであろう。
小さな事例であるが、「万水千山」で使用した
兵服は、デザインも色も実際のものとは違って
いた。舞台上の中国労農紅軍の兵服はすべて淡
い灰色であったが、実際は色調のふぞろいな灰
色であった。大多数の人は1935年当時の紅軍の
服装など見たこともなく、話劇で使われた兵服
が標準的な紅軍のそれだと思われてきたにすぎ
ず、「博物館で展示される紅軍の服装も話劇『万
水千山』の服装をコピーしたものである（50）」。
李有国など紅軍を代表する英雄的人物像も、
「万水千山」を通じて真実らしさの衣裳を纏い、
伝承されてきた可能性を疑う必要があるのでは
ないだろうか。1950年代に話劇「万水千山」の
李有国役を演じた藍馬の場合、６年間軍隊で暮
らした経験があったにもかかわらず、「紅軍二万
五千里の故事を読んだことはあるが具体的な情
況は知らなかった」。そのため陳其通は、紅軍の
物語、革命歴史博物館の展示、中国共産党史の
学習、夜間行軍・夜間戦闘の演習などで役者た
ちを啓蒙し教育する必要があったようである（51）。
長征勝利60周年記念を迎えた1996年の中国
では「長征精神」が盛んに称揚された。それは
江沢民政権のみならず、次の胡錦濤政権にも引
き継がれてきた（52）。ある論者は「長征精神」の
内容を次の以下の４点に概括してみせた。すな
わち、①革命の理論と事業に対する無比の忠
誠、革命が必ず成功すると信じる信念、②困難
と犠牲を畏れず、勇気をもって勝利し、楽観に
満ちて勇猛邁進する英雄的気概、③大局を考
え、規律を厳守し、緊密に団結する高尚な品徳、
④人民大衆と連携し、誠心誠意人民に奉仕して
刻苦奮闘する崇高な思想、である（53）。いずれも
劇中の典型的な英雄像と合致する特徴を具えて
いると言わざるをえない。
本稿で検討したような、話劇、そして映画に
おいて、観衆に感動を与えるという「芸術的な
観点」から造型された紅軍兵士像、そしてその
背景にはその時代特有の政治的背景を有する中
で造型された「長征」イメージが、「歴史の再
生」と等質視され、そのまま「過去の記憶」と
して保存され、伝承され、現在の中国共産党の
正統性根拠を構成する「過去の栄光の歴史」と
なっていることについて、改めて検証する必要
があるであろう。
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